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井手の元気をお届けしました
　６月３０日（土）、ＫＢＳ京都の生放送番組「ｄｅ
ちゅう」で、井手町が取り上げられました。
　撮影は、いづみ人権交流センターで行われ、町内
で活動されている団体や特産品などの紹介がされま
した。
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 長
年
に
渡
る
活
動
が

         評
価
さ
れ
ま
し
た

  井
手
町
消
防
団

　
　
完
全
優
勝
を
飾
る

　
６
月
　
日
（
月
）、
南
部
源
氏
ボ

２５

タ
ル
を
守
る
会（
松
尾
昌
利
会
長
）

が
、
京
都
府
の
地
域
力
再
生
功
労

者
団
体
表
彰
受
賞
の
報
告
に
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
域
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
地
域
力
の
向
上
に

貢
献
し
た
住
民
や
団
体
に
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。

　
同
会
に
よ
る
、
地
域
在
来
種
の

ホ
タ
ル
の
乱
獲
防
止
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
や
河
川
清
掃
な
ど
の
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
（
木
）、
子
育
て
支
援

１９

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
、
玉
川
保
育
園
内
に
あ

る
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
　
組
の

２３

保
護
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
汐
見
町
長
は

「
当
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
不
安
等

に
つ
い
て
の
相
談
・
助
言
や
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援
、
子

育
て
情
報
の
提
供
等
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
子
育
て
中
の

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

挨拶を述べる汐見町長

パネルシアターを披露するひなたぼっこのメンバー

お
母
さ
ん
方
が
気
軽
に
話
し
合
え

る
交
流
の
場
と
し
て
利
用
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。

　
そ
の
後
、「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
（
巽

敦
予
代
表
）」に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
、
童
話
「
お
お
き
な
か

ぶ
」を
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
披
露
。

　
最
後
に
職
員
の
紹
介
、
事
業
概

要
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　
７
月
　
日
（
木
）、
い
づ
み
人
権

１９

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
泉
ヶ
丘
中
学

校
の
全
校
生
徒
が
薬
物
乱
用
防
止

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
夏
休
み
を

前
に
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ん
で

も
ら
い
、
楽
し
く
夏
休
み
を
過
ご

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
駒
校
長
は
、「
夏
休
み
中
、
様
々

な
誘
惑
が
あ
る
が
、
今
日
学
ん
だ

事
を
思
い
出
し
、
正
し
い
道
を
歩

ん
で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　
そ
の
後
、
薬
物
に
よ
っ
て
悲
惨

な
人
生
を
歩
ん
で
し
ま
っ
た
人
を

題
材
に
し
た
ビ
デ
オ
上
映
や
、
講

師
で
あ
る
田
辺
警
察
署
生
活
安
全

課
の
齋
藤
均
さ
ん
か
ら
薬
物
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
、
生
徒
達
は
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

薬物の恐ろしさを学ぶ泉ヶ丘中学校の生徒達

　
綴
喜
各
地
の
４
市
町
の
消
防
団

員
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ

車
操
法
の
２
部
門
で
訓
練
の
成
果

を
競
い
、
井
手
町
消
防
団
は
両
部

門
で
見
事
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

　
▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
分
団
第
４
部
（
上
井
手
区
）

　
　
　
優
勝

　
▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
２
分
団
第
４
部
（
北
部
区
）

　
　
　
優
勝

表彰を報告する松尾さん

ポンプ車操法の部優勝の第二分団第４部のみなさん

薬
物
乱
用
は
ダ
メ

小型ポンプ操法の部優勝の第一分団第四部のみなさん

たのしい絵本に夢中の出席者ら

　
７
月
　
日
（
日
）
に
第
　
回
京

２９

１９

都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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▼

　　６月２８日（木）、多賀小学校の４年生２８人が授業の一環として、
多賀浄水場を訪れました。
　水道課の職員から水道の仕組みについて説明を受けた後、浄水
場内の施設を見学しました。
　また、「この場所に浄水場を作ったのはどうして」「水をきれいに
するにはどれくらいかかりますか」など事前に受け付けた質問に職
員がわかりやすく答えていました。
　その答えを生徒達は熱心にメモしていました。

▼

　６月３０日（土）、山城勤労者福祉会館で子ども会育成協議会
（北野利香会長）主催の子ども会交流大会が開催され、児童・保
護者ら約８０人が参加しました。
　インストラクターの笛を合図に、輪になったり、ボールを取り
合ったりして、交流を深めました。

▼

　７月１８日（水）、多賀保育園の年長組１３人が、ブルーベリー
畑で収穫を行いました。
　この畑は、ＮＰＯ法人ナチュラル（木田重治理事長）が、同
メンバーの丸山俊也さん所有地の竹林を伐採し、整備したもの
で昨年の１０月頃に、約２００本の木が植えられました。
　収穫されたブルーベリーは、ジャムにしておやつのヨーグル
トと一緒にいただきました。

▼

７月２０日（金）、自然休養村管理センターで、１２５人の出席のもと井手玉
川大学開講式が行われました。
　同大学は、高齢者に生きがいをもってもらい、教養を高めてもらうこ
とを目的に毎年開催されています。本年は、全７回の講座を予定。
　開講式の後、第１回目の講座として「趣味で輝く　いきいき生活」と
題し、町内在住の近藤隆一さんによるトランペット演奏が行われまし
た。
　「黒い花びら」など懐かしの歌、全５曲を演奏。出席者らは演奏に合
わせ楽しく歌っていました。

玉川・多賀・いづみ保育園で納涼大会が行われました。
（写真は、左：玉川保育園、中：多賀保育園、右：いづみ保育園です。）
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井
手
町
で
は
下
水
道
事
業
に
昭
和

　
年
度
よ
り
着
手
し
て
　
年
が
経
過

60

２２

し
、
本
年
３
月
末
に
は
、
住
民
の
　
・
９３

８
％
に
あ
た
る
約
８
，１
０
０
人
の

方
が
下
水
道
を
使
用
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
約
　
％
に
あ
た
る

７６

約
６
，１
０
０
人
の
方
が
水
洗
化
工

事
等
を
完
了
し
、
下
水
道
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
下
水
道
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
費
約
２
億

２
９
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
通
行
や

騒
音
な
ど
で
周
辺
住
民
の
方
々
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
一
日
も
早
く
排
水
設
備
工
事
を
！

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、

供
用
開
始
の
日
か
ら

煙
浄
化
槽
の
便
所
は
６
ヶ
月
以
内

煙
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内

に
接
続
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
供
用

開
始
後
、
３
年
以
上
を
経
過
し
た
地

域
で
、
下
水
道
に
未
接
続
の
家
庭

は
、
早
期
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
対

象
家
屋
の
個
別
訪
問
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
排
水
設
備
工
事
に
際
し
て

は
、
町
指
定
の
排
水
設
備
指
定
工
事

業
者
で
な
け
れ
ば
接
続
申
請
及
び
工

事
の
施
工
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　

◎
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
届
出

事
項
に
つ
い
て

　
下
水
道
の
使
用
開
始
・
休
止
・
再

開
・
異
動
・
変
更
等
に
関
す
る
こ
と

は
、
す
べ
て
届
出
制
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
記
載
事
項
に
該
当
す

る
場
合
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
課

に
届
け
出
て
下
さ
い
。

【
届
出
事
項
】

①
井
戸
水
使
用
世
帯
に
お
い
て
世
帯

人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
時
（
一
部
の

転
入
、
転
居
、
転
出
、
出
生
、
婚
姻
、

死
亡
等
）
変
更
後
の
人
数
に
よ
り
下

水
道
使
用
水
量
（
井
戸
水
認
定
量
）

及
び
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。
水
道

の
み
使
用
の
場
合
は
、
メ
ー
タ
検
針

量
が
使
用
水
量
と
な
る
た
め
、
届
出

不
要
で
す
。

②
使
用
区
分
を
変
更
し
た
時
（
井
戸

水
を
や
め
て
水
道
を
引
い
た
、
水
道

と
井
戸
水
の
両
方
を
使
っ
て
い
た
が

井
戸
水
を
廃
止
し
た
等
）

快適な生活環境は
下水道整備から

平成19年度

公共下水道予算
5億4800万円

ただいま、普及率93．8％です

進んでいます下水道事進んでいます下水道事業業

            供用開始地域

 平成１９年３月３１日現在

＜井手地区＞
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害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

井
戸
水
認
定
量
の
算
出
を
中
止
し
ま

す
。

③
引
越
し
の
時
（
転
入
、
転
出
等
）

下
水
道
使
用
料
の
請
求
を
開
始
、
又

は
中
止
し
ま
す
。

④
長
期
間
上
下
水
道
を
使
用
し
な
い

時　
使
用
し
な
い
期
間
の
下
水
道
使
用

料
の
請
求
を
中
止
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
使
用
開
始
時
も
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
な
お
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
届
出

書
の
提
出
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら

変
更
と
な
り
ま
す
。

◎
下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
は
何
で
も
流
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
く
ず
・
残
飯

な
ど
の
生
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
・
ガ
ム
・
廃

油
等
、
水
に
溶
け
な
い
も
の
は
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
油
（
約

２
０
０
　
）
を
下
水
道
に
流
す
と
、

ml

川
や
海
に
安
全
に
返
す
た
め
に
は
約

　
ト
ン
（
浴
槽
２
０
０
杯
分
）
の
水

60が
必
要
に
な
り
ま
す
。
油
は
新
聞
紙

等
で
吸
い
取
っ
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と

し
て
処
分
し
て
下
さ
い
。

　
も
し
野
菜
く
ず
や
油
類
を
流
し
て

し
ま
う
と
、
そ
れ
ら
が
「
溜
ま
す
」

に
た
ま
り
、
排
水
が
詰
ま
っ
て
流
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
川

や
海
を
汚
染
し
て
い
る
オ
イ
ル
ボ
ー

井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民に対し、耐震診断士を派遣する事業を実施し
ています。
＜対象となる住宅＞

○次の要件をすべて満たす木造住宅が対象となります。
　①1戸あたりの床面積が240㎡ 以下で、各住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されてい
　　るもの。（1戸建て住宅・長屋　住宅等が対象）
　②昭和56年5月31日以前に着工し、完成しているもの。
　③簡易耐震診断（建設課で配布します）の診断結果の評点が9点以下であること。
＜募集戸数＞

　　10戸（申込み多数の場合は先着順）
＜派遣する耐震診断士＞

　　京都府に木造住宅耐震診断士として登録されている者
＜必要な費用＞

　　2，000円（耐震診断１戸あたりの自己負担額）
＜必要書類＞

　○申込みに必要な書類は次のとおりです。
　　①井手町木造住宅耐震診断士派遣申請書（長屋住宅の場合は全住戸の申込みを同時に提出。　
　　　所有者と居住者が異なる場合は　同意書を添付）
　　②簡易耐震診断結果書
　　③建築年月、所有者がわかる書類（次のいずれかの書類）
　　　　煙建築確認通知書又は検査証の写し
　　　　煙住宅の登記簿謄本
　　　　煙建築確認の奥書証明
　　　　煙固定資産税の課税奥書証明
＜申込期間＞

　平成19年11月30日（金）まで
＜その他＞

　①申込みできる方は、対象住宅の所有者又は居住者です。
　②派遣申込書と簡易耐震診断結果書は、建設課でお渡しします。
　③所有者と居住者が異なる場合は、賃貸契約書など所有者と居住者がわかる書類が必要です。
　④本耐震診断は「一般診断法」による耐震診断であり「精密診断」ではありません。
＜お問合せ・お申込み先＞

　井手町役場事業部建設課（TEL82－6167）

井手町木造住宅耐震診断士派遣事業のご案内

　
本
町
で
は
、
子
育
て
支
援
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

　
年
９
月
診
療
分
よ
り
、
入
院
医

１９療
費
に
係
る
助
成
の
対
象
者
を
、

現
行
の
「
小
学
校
就
学
前
」
ま
で

を
、「
小
学
校
卒
業
」
ま
で
に
年
齢

を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
出
生
か
ら
小
学

校
卒
業
ま
で
の
入
院
に
係
る
医
療

費
は
、
１
ヶ
月
２
０
０
円
の
み
と

な
り
ま
す
。（
入
院
時
の
食
事
代
等

は
除
く
）

　
ま
た
、
受
給
者
証
の
名
称
も

「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」か
ら

「
京
都
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給

者
証
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
拡
充
に
よ
り
、
新
た
に

対
象
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
中
旬
頃
に
郵
送
に
て
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
平
成

　
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
の

１３方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
は
不

要
で
す
。
８
月
下
旬
に
新
し
い
受

給
者
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
従

前
の
受
給
者
証
は
、
役
場
へ
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
福
祉
課

（
　
‐
６
１
６
５
）
ま
で
。

８２

乳
幼
児
医
療
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す

ル
は
、
油
な
ど
の

成
分
が
下
水
道
管

を
流
れ
て
い
る
間

に
変
形
し
て
白
い

か
た
ま
り
と
な
り
、

ボ
ー
ル
の
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
す

の
で
、「
溜
ま
す
」を

定
期
的
に
網
目
の

ひ
し
ゃ
く
な
ど
を

使
っ
て
帰
除
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
下
水
道

課
（
電
話
　
‐
６
１

８２

７
０
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

＜多賀地区＞
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基
本
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
７
月
２
日
～
９
月
　
日
の
間
に

２９

１
人
年
１
回
、
町
内
の
委
託
医
療

機
関
に
お
い
て
　
歳
以
上
の
方
を

４０

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
勤
務
先
な
ど
で
定
期
的
に
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
除
き
ま
す
。

　
す
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
受
診

票
が
届
い
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
、
申
込
を
さ
れ
て
い
な
い

人
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

先
に
配
布
し
ま
し
た
「
各
種
健

（
検
）
診
の
お
知
ら
せ
」
に
添
付

し
て
い
る
申
込
は
が
き
又
は
官
製

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
用
の
は
が
き
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
役
場
衛
生
課
、
賀

泉
苑
に
も
置
い
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

今年も８月１６日に万灯呂山大文字の送り火の点灯を行
います！！

万灯呂山の歴史を守る会

まちづくり協議会団体紹介

●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
●休館日 毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

大文字点灯に向けて準備をする会員（写真は以前のものです）

（川野　博司会長）

子
ど
も
に
熱
が
で
た
と
き
は

　
も
し
夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
に

発
熱
な
ど
の
症
状
が
で
た
と
き

は
、
小
児
科
の
当
直
医
を
置
く

（
表
参
照
）病
院
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
受
診
の
際
は
保
険
証
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
難
病

相
談（
神
経
系
）に
つ
い
て

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）

１８

午
後
１
時
～
３
時
半

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
者
／
神
経
系
難
病
及
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
　
　

＊
神
経
系
難
病
と
は
・
・
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬
化
症
、

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力

症
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
　
南
京
都
病
院
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長
　
岡
 伸

幸
 医
師

定
員
／
６
名
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
先
／
８
月
　
日
（
月
）
か
ら

２０

受
け
付
け
ま
す
。
京
都
府
山
城
北

保
健
所
保
健
室
感
染
症
・
難
病
担

当
 （
℡
　
‐
２
９
１
１
）
ま
で

２１

　同会は、万灯呂山の歴史を探求し、自然と歴史を守
り井手町の文化振興と地域社会の発展に寄与すること
を目的に平成１２年３月に発足。
　主な活動としては、万灯呂山大文字の送り火点灯、
同山展望台周辺の清掃や進入道路の草刈りを行ってい
ます。
　この万灯呂山大文字は、もともとお盆に先祖の霊を
送るため平成６年に電球６０個を点灯させたのが始まり
です。
　大文字は、同山展望台から北西の方角にある共同墓
地からよく見えるように設置されていますので、当日
はご家族そろって楽しんでください！

問い合わせ先時間帯病院名曜日

44-4511

午後８時～翌日午前８時

第二岡本総合病院月

20-1111宇治徳洲会病院
火

水

44-4511第二岡本総合病院木

20-1111宇治徳洲会病院金

63-1111田辺中央病院

土

午前８時～翌日午前８時日

午前９時～翌日午前８時祝

◆
宇
治
徳
洲
会
病
院
は
当
番
日
以

外
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
診
さ
れ
る
際
は
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
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禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
回
は
、「
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
小
学
校
の
早
い

段
階
か
ら
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
さ

せ
、
学
習
習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う
に
学
校

の
内
外
に
お
い
て
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら

取
組
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
京
都
府

の
「
学
習
習
慣
確
立
支
援
事
業
」
と
し
て
今
年
度

か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
４
月
か
ら
井

手
小
学
校
に
１
名
（
週
　

)

時
間
 配
置
さ
れ
る
こ

２８

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
こ
の
春
に
井

手
小
学
校
を
退
職
さ
れ
た
飯
田
悦
子
先
生
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
低
学
年
の
学
習

支
援
や
家
庭
訪
問
等
を
通
し
た
相
談
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
や
家
庭
学
習

の
習
慣
づ
く
り
等
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
 井
手
小
学
校
℡
　
‐
２
１
１
９
）　

82

　
小
学
校
低
学
年
の
時
期
に
学
習
習
慣
が

身
に
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
そ
の
後

の
学
習
へ
の
姿
勢
や
学
力
の
伸
長
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
遊
び

を
通
し
た
体
験
や
体
つ
く
り
も
大
事
で
す
。
小

教育の窓

人権について考えよう！

人権学習会のお知らせ
　いづみ人権交流センターでは、差別のない明るい社会をめざし、人権意識の高揚を図ることを目的に、人権問題啓発事業

「人権学習会」を開催します。今回は、“子どもの人権”について学習します。

　参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。

◇日　時　　 8月29日（水）10時00分～11時30分
◇場　所　　 いづみ人権交流センター 研修棟
◇内　容　　 [テーマ]  「こどもの人権としつけ」
　　　　　　 [講   師]    奈良県解放保育研究会
　　　　　　 　　　　　 事務局長     岡田 佐代子  さん
◇対　象 　　16歳以上の町内在住または在勤者
◇持ち物　　 筆記用具
◇申込み　　 8月24日（金）までに、いづみ人権交流センターへ直接または電話かファックスで
　　　　　　 お申込みください。その際、名前･住所･地区名･電話番号をお知らせください。
 　　　　　　※保育ルームを利用される場合は8月20日（月）までにお申込みください。
　　　　　　 　その際、保育ルームを利用される子どもの名前･年齢･性別もお知らせください。
◇その他　　 煙本事業では、乳幼児を抱える皆様に安心してご参加いただけるよう、保育ルームを設置しますので
　　　　　　　（対象は生後6ヶ月以上で就学前の子ども）、お気軽にご利用ください。
　　　　　　 煙詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問いあわせください。
　　　　　　 （TEL：82‐3380　FAX：82‐4112）

「
親
の
た
め
の
応
援
塾
」・
・
・
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
「
応
援
塾
」
を
開
設
。
子
育
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
親
の
先
輩
と
の
交
流
等
実
施
。

学
校
で
も
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
こ
の
大
切
な
時
期
の
子
育
て
も
含
め
て
、
学

習
習
慣
の
土
台
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
保
護

者
と
学
校
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ「
子
育
て
・
学
び
」

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
い

ま
す
の
で
、
子
ど
も
を
し
っ
か
り
と
支
え

育
て
る
連
携
の
輪
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
広

が
る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

日
時
／
９
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
 

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１４

１５

２８

　
　
／
９
月
５
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）

１８

　
　
／
９
月
１
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１１

２５

　
　
／
９
月
８
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
地
域
事
務
所
（
℡
　４４

‐
７
１
３
９
）
ま
で

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
突
然
の
け
が
や
病
気
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
予
測
出
来
ま
せ
ん
。

　
心
筋
梗
塞
な
ど
の
際
に
見
ら
れ
る
心
室
細
動

（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）
は
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
を
行
う
の
が
１
分
遅
れ
る
度
に
７
～
　
％
の

１０

割
合
で
救
命
率
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
突
然
の
状
況
に
対
処
す
る
為
に
は

救
命
手
当
の
知
識
が
必
要
で
す
。

　
誰
も
が
簡
単
に
出
来
る
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
講
習
会
で
す

の
で
積
極
的
に
参
加
し
救
命
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
９
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
９
月
１
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
し
て
い
ま
す
か

　
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
戸
建
住
宅
店
舗
併
用
住

宅
、
共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
を
守
る
住
宅
防
火
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防

課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消

６３

防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、
８
月
　
日
ま
で

３１

に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
は
、
９

月
　
日
ま
で
に
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
届
出

１０
に
よ
っ
て
引
き
続
き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
を
審
査
し
、
こ
の
手
当
を
引
き
続
き
受
け

ら
れ
る
場
合
に
は
、
新
た
に
証
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
　
ご
注
意

　
届
出
を
２
年
間
続
け
て
出
さ
な
い
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停

止
に
な
っ
て
い
る
人
も
、
２
年
間
届
出
を
出
さ
な

い
場
合
も
同
様
に
手
当
て
を
受
け
る
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
児
童
扶
養
手
当
担

当
（
℡
　
‐
６
１
６
４
）
ま
で

８２

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

募
集
定
員
／
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
管
内
で

　
名
４２募

集
締
切
／
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

受
付
場
所
／
井
手
町
役
場
福
祉
課

受
診
期
間
／
平
成
　
年
　
月
～
平
成
　
年
３
月

１９

１２

２０

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前
中
。
た
だ

し
、
年
末
・
年
始
は
休
み
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
地
域
福
祉
担
当
（
℡
 　
‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３

 「
き
ょ
う
と
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
」ス
タ
ー
ト

　
７
月
　
日
（
土
）
か
ら
「
き
ょ
う
と
子
育
て
応

２８

援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
企
業
・
店
舗
等
、
京
都
府
、
市
町
村
が

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
育
て
家
庭
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
、
協
賛

店
舗
に
提
示
す
る
と
各
店
舗
の
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
お
ら

１８

れ
る
家
庭
に
対
し
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
順

次
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
等
に
属
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
妊
娠
中

の
方
が
お
ら
れ
る
家
庭
、
学
校
等
で
受
け
取
っ
て

な
い
場
合
に
つ
い
て
は
福
祉
課
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
保
健
福
祉
部
こ
ど

も
未
来
室
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
５
８
１
）

ま
で平

成
　
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

１９

募
集
種
目
／
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
２
等

陸
・
海
・
空
士
（
男
子
・
女
子
）

受
付
期
間
／
８
月
１
日
（
水
）
～
９
月
７
日
（
金
）

た
だ
し
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
は
、
年

８
月
は
、
町
府
民
税
の
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
３
期
納
期
限
で
す
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い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

２０

２７

　
　
　
９
月
３
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）

１３

　
　
／
９
月
　
日
（
月
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２

２８

１０

時場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
９
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）

２０

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
４
・
　
生
ま
れ

１７

１７

３０

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
９
月
３
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
３
か
ら
Ｈ
　
・
３
・
３
生
ま
れ

１８

１８

受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

２１

４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１３

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）

２７

　
　
／
９
月
３
日
（
月
）

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

【
人
権
学
習
会
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２９

１０

１１

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）

２９

　
　
／
９
月
５
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１５

４５

【
家
庭
教
育
学
級
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２９

１０

１１

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
後
８
時
～
９
時
半

２４

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
夏
の
工
作
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
後
２
時
～

２４

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会
室
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

８
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
町
長
選
挙
投
票
日
】

日
時
／
８
月
　
日
（
日
）

１２

【
美
化
運
動
２
０
０
７
】

日
時
／
９
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
町
内
全
域

【
井
手
玉
川
大
学
第
２
回
講
座
】

日
時
／
９
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
８
月

◆
一
般
書

「
ド
ロ
ッ
プ
ス
」 

永
井
す
る
み

「
青
い
鳥
」 

重
松
清

「
タ
タ
ド
」 

小
池
昌
代

「
花
の
回
廊
」 

宮
本
輝

「
銀
漢
の
賦
」 

葉
室
麟

「
に
こ
に
こ
貧
乏
」 

山
本
一
力

「
朝
顔
は
ま
だ
咲
か
な
い
」 柴
田
よ
し
き

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
８
月
・
９
月
の
休
館
日

８
月
　
・
　
・
　
・
　
日

１３
２０
２７
３０

９
月
 ３
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０
１８
２５
２７

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
わ
た
し
の
お
と
う
と
」あ
ま
ん
き
み
こ

「
お
さ
る
の
ま
ね
っ
こ
」い
と
う
ひ
ろ
し

「
ち
い
さ
い
ち
ゃ
ん
」

 

ジ
ェ
シ
カ
・
ミ
ザ
ー
ヴ

「
ス
カ
イ
ブ
レ
ー
カ
ー
」

 

ケ
ネ
ス
・
オ
ッ
ペ
ル

「
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
ぶ
た
さ
ん
」

 

バ
ー
バ
ラ
・
ナ
ッ
シ
ム
ベ
ー
ニ
ー

☆
８
月
・
９
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

８
月
　
日
（
土
）

１１

９
月
８
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月
　
日
（
土
） 

午
後
２
時
か
ら

１５

《
夏
の
お
話
し
会
》

８
月
　
日
（
日
） 
午
後
１
時
半
か
ら

１９

《
夏
の
工
作
教
室
》

８
月
　
日
（
金
） 

午
後
２
時
か
ら

２４

ありがとう、さようなら
瀬尾まいこ
辞めてやるって思うことも
時々あるけれど、せんせいの
毎日はそれ以上の感動がいっ
ぱい！  中学校で国語教師を
続けながら作家として活動中
の瀬尾まいこが書き綴った
日々の出来事。『ダ・ヴィンチ』
連載に書き下ろしを追加。

はじめての社交ダンス
村松昌弘
使いやすい社交ダンス入門書。
これまでの教本ではわかりに
くいところを競技ダンスの名
手がやさしく指導する。ワル
ツから、タンゴ、ルンバ、チ
ャチャチャ、ソーシャルダン
スまで、この一冊で基本をマ
スター！

祇園精舎
山本孝
声にだして語り継がれてきた
「平家物語」の冒頭、最も有名
な暗誦の定番「祇園精舎」が
絵本に。琵琶法師の巧みな語
りに魅せられて、観客たちが
見たものとは…？武士の物語
と、根底に流れる無常観とを
描いた大迫力の絵本。

ミサコの被爆ピアノ
松谷みよ子
１９４５年８月６日、爆心地より
１．８キロの地点で、１台のア
ップライトピアノが被爆した。
あの日から６２年、ピアノは今
も音を響かせている―。長年
にわたり戦争を見つめてきた
作家が書き下ろした、平和を
願う物語。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
２
つ
の
種
類
が
あ
る
と
聞

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
違
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
　
法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
の

生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
が
届
出
を

行
う
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

す
。
　
一
方
の
申
請
免
除
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
の
全
額
も
し
く
は
一
部
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。
審
査
の
際
に
は
、
ご
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々
の
所
得
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
免
除
の
基
準
所
得
額
に
は
４
段
階
あ
り
、

全
額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、
２
分

の
１
、
４
分
の
１
を
納
付
す
る
と
残
り
の
保
険
料

の
納
付
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。

(
)

　
国
民
年
金
 基
礎
年
金
 の
給
付
の
３
分
の
１
は

国
庫
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
保
険
料

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
計
算
の
と
き
に
国
庫
負
担
に
相
当
す
る

額
（
一
部
納
付
し
た
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
そ
の

保
険
料
分
も
含
む
）
が
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
要
件
に
も
算

入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、　

歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付
が

３０

猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
（
ご
本
人
と

配
偶
者
の
所
得
で
審
査
）
が
あ
り
ま
す
。
受
給
資

格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。
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ごみ収集日程表（ 8月11日～ 9月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐6166）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧８月３１日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨９月３日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月４日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪９月５日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫
８月１３日
９月６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬

８月１４日
９月７日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭
８月２０日
９月１０日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮８月２１日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐6166）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

８月１５日

８月２９日

８月２２日

９月５日
９月６日８月３０日８月１６日８月２３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

８月２２日

９月５日

８月１５日

８月２９日
９月７日８月３０日８月１７日８月２４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

８月２２日

９月５日

８月１６日

８月３０日
９月６日８月２３日８月１５日８月２９日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



IDEゆうゆうアドベンチャー魚とり（午前９時半～、南谷川）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土11

町長選挙投票日日12
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月13
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）火14

和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水15
木16
金17

IDEゆうゆう水泳教室（午前９時～、井手小）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土18

夏のお話し会（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）日19
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月20

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）火21

水22
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）木23
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
夏の工作教室（午後２時～、山吹ふれあいセンター集会室）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金24

IDEゆうゆう水泳教室（午前９時～、井手小）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土25

日26
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月27

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火28

家庭教育学級（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習会（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水29

木30
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）金31
無火災デー防火パレード
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土9/1
美化運動２００７（午前８時半～１０時、町内全域）
子どもの安心・安全セミナー（午前１０時～、京都府田辺総合庁舎）日2
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
１歳半健診（受付午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月3

井手玉川大学【第２回講座】（午後１時半～、自然休養村管理センター）火4
和太鼓交流教室（午後７時～９時、いづみ人権交流センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水5

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木6
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）金7
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土8

町民バドミントン大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）日9
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月10

電話番号名　　称
0774－82－6161総　務　課

総　務　部 0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課

事　業　部
0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課

上下水道部
0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代表番号

出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 8月11日～ 9月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧

届出人赤ちゃん住所

治 樹 愛  莉 
あい り

平 間多賀

達 史 咲 　   楽 
さ ら

西 田多賀

政 憲 速 　   斗 
はや と

平 間多賀

裕 幸 歩  夢 
あゆ む

髙 木井手

浩 史 菜  生 
な お

古 川井手

哲 也 心 　 那 
ここ な

古 川多賀

美 保 瑠  樹  斗 
る き と

福 島井手

泰 樹 有  純 
あ ずみ

窪 田井手

妻夫住所

関 口　 明子�田　 祐二多賀

黒木　紗和子田 中　 誠井手

中田　 美紀大西　健太朗多賀

原田　 愛子隈本　 晋平井手

出張徴収【北・南】


